
２０１２年度協定校留学近況報告書 

記 入 日 ２０１２年 １１月 １８日 

留 学 先 大 学 アラバマ大学 

留学先での所属学部等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：     ，（現地言語での名称）：      

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している。 

その他：      

留 学 期 間 ２０１２年８月－２０１２年 ５月 

明治大学での所属 政治経済学部経済学科     専攻 /      研究科     専攻 

学年（出発時本学での学年） 学部３年生／研究科 博士前期課程 博士後期課程     年生 

    

Ｉ. 出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜひ次の学

生に準備としてアドバイスしたいことを記述してください。 

すべての準備を早めに終わらせて英語の勉強やそのほかの準備に余裕をもって取り組むといいと思う。周りの協定校留学生と知り合って

ビザに関する情報交換等ができるとより効率的。 

Ⅱ-1．留学のための渡航前手続き（留学ビザ） ※詳細に記入して下さい 

ビザの種類：F-1 申請先：アメリカ大使館 

ビザ取得所要日数：１～２週間 

（申請してから何日／週間要したか） 
ビザ取得費用：約 2万円 

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？また，どのように手配しましたか？ 

パスポート、DS１６０申請書、I-20、写真、英文成績証明書、申請支払証明書、SEVIS費用支払領収書、面接予約確認書 

具体的な申し込み手順を教えて下さい。 

アメリカ大使館のホームページで DS160申請を行い、各種支払いを行う。その後大使館のホームページ上で面接予約を完了させたのち

に書類をそろえて大使館で面接。面接後 1週間程度でビザが郵送された。 

ビザ取得の際に，留学先国大使館で面接のあった方は，どのような質問を受けましたか？ 

どこの国に留学するのか、何を勉強するのか(日本語での質問) 

ビザ取得に関して困った点・注意点 

ビザ申請の写真を WEB上で送らなければならないのだが、基準が厳しいため写真屋にて撮影しなければならなかった。 

Ⅱ-2．留学のための渡航前手続き（その他の事前準備について） 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい（現地での現金調達準備，携帯電話購入，荷物運送など） 

クレジットカード準備（緊急用に 2枚あるとよい）、携帯電話：ドコモで SIM カード契約を行い、現地の電話番号を日本で入手した。 

 

Ⅲ．現地到着後のながれ 

1.到着時の様子 

利用航空会社 デルタ航空 

航空券手配方法 
リエゾンデスク 

※利用した旅行社・旅行サイト，格安航空券情報等があれば記入して下さい。 

大学最寄空港名 Birmingham 空港 現地到着時刻 午後 3時 

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手

段 

大学手配

の出迎え 

知人の出

迎え 

公共交通機関 

 （ バス 電車）      

タクシー  その他                      



移動の所要時間 １時間半 

空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

公共交通機関はあるにはあるが、本数が少ない。 

大学到着日 ８月１４日１２時頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居入

居できましたか？ 

はい 

いいえ 

いいえを選んだ方：     月     日から入居可能だった。 

住居のタイプ 寮     アパート     その他（     ） 

部屋の種類 一人部屋  二人部屋     その他（     ） 

ルームメイト 日本人学生 他国からの留学生 その他（     ） 

住居を探した方法 大学の斡旋 自分で探した   その他（     ） 

住居の申込み手順 アラバマ大学に提出する書類に条件を記入。 

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？ 

トラブルは特になし。 

3.留学先でのオリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 あった  なかった 

日程 到着後 1週間 

参加必須ですか？ 必須   任意参加 

参加費用は？ 無料   有料（金額：     ） 

内容と様子は？ キャンパス案内、必要書類記入、現地旅行 

留学生用 

特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 

あった  なかった 

授業開始日 ８月２２日から 

    

Ⅳ. その他、渡航してから必要な手続きについて 

1．現地で滞在許可等の申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

とくになし。 

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

大学のオリエンテーション時のみ各種必要書類に記入。 

3．現地で銀行口座を開設しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

大学上にある銀行口座を開設。 

4．現地で携帯電話を購入しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

日本で購入。 

 

Ｖ. 履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

出発前に（     月     日頃） 

オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

到着後に（８月１８日頃） 

オンラインで登録 国際オフィス等の仲介  できなかった その他（     ） 



登録時に留学生として優先されることは あった        なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

基本的にどの学部のどの授業も受講可能。 

優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

      

出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

      

2.履修単位数 

一学期の登録単位数・科目数を教えてください。   
４科目１２単位 

多すぎた ちょうど良い 少なすぎた 

留学先大学の学生は週平均何科目とるのが一般的ですか？ ５科目／週（１３時間）ぐらい 

3.授業内容 

現在までに受講している授業はどのように授業が進められていますか？（予復習，テスト準備など，アドバイスもご記

入下さい。） （下記授業の履修時期：２０１２年８月から２０１２年１２月） 

No. コース名／教授名 時間数／週 留学先での単位数 

１ International Political Economy/ PSC434/Prof. Cutrone 50分×３ ３ 

国際貿易や国際金融をマクロの視点で論じていく講義である。学生数は 1 クラス約 20名。Mid term が 1回と Final examが 1回、その

他出席、課題、小テストで評価される。テストの内容は Reading Assignmentや教科書から細かい部分が出題されるため、相当読み込ま

ないといい点は取れない。課題や出席が Extra Credit としてかさんされるため、逃さないように心がける。辞書持ち込み可。 

２ Health Care Economics/EC483/Dr. Chen 1時間 15分×２ ３ 

日本ではなじみがないが、国民皆保険ではないアメリカでは経済の一つとして扱われる、アメリカならではの経済講義だと思う。1クラス 20

人程度。学生のディスカッションと教授のレクチャーで授業が進む。Mid term2回とFinal、課題とプレゼンテーションで評価される。プレゼン

テーションは 3 名程度の小グループである。この授業には教授のほかに授業アシスタントがついているため、テストや課題で困難が生じた

場合、質問に行くようにしている。この授業だけではなく次学期の履修相談にも乗ってくれるので積極的に会いに行くのが効果的である。 

３ Intermediate Micro Economics/EC308/Prof. Mann 1時間 15分×２ ３ 

1 クラス 50人程度。比較的大人数といえる。上級の経済関連の講義を受講する場合本来は Pre requisiteが必要となり、その多くがこの

ミクロ経済をしてしているため受講した。実際にほかの授業でも同じような内容を扱った事例があるので、400 番台の経済関連の講義を

受講する場合はこの科目も並行して受講するとよいと思う。この授業は試験前に特別に対策授業を行うことがあるので必ず先生に確認し

ておく必要がある。評価は中間試験 3回と期末試験、課題、出席。 

４ International Finance/EC 431/Prof Lovik 2時間半×１ ３ 

講義形式。教科書の用語や事例を授業中に解説していく形となっているため、授業前に予習しておかないと講義に追い付くのは難しい。

中間試験 2 回と期末試験 1 回が行われ、試験形式がすべて選択肢であったため、ほかの科目と比べて高得点を取ることができる。どの

授業も共通だが、一度のテストで網羅している範囲が広いので、継続して学習する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00 
                                          

8:00 
      ミクロ経済       ミクロ経済                   

9:00 
国際政治経済 ミクロ経済 国際政治経済 ミクロ経済 国際政治経済             

10:00 
      医療経済       医療経済                   

11:00 
      医療経済       医療経済                   

12:00 
      昼食                               

13:00 
                                          

14:00 
                                    クラブ活動 

15:00 
                                    クラブ活動 

16:00 
                        クラブ活動       クラブ活動 

17:00 
クラブミーティング       国際金融論       クラブ活動             

18:00 
クラブミーティング       国際金融論       クラブ活動             

19:00 
            国際金融論                         

20:00 
      ジム                               

21:00 
      ジム                               

22:00 
                                          

23:00 
                                          

24:00 
                                          

 

Ⅶ. 現在までの感想  

留学先大学、プログラムについて、授業、宿舎、生活全般についてなど、自由に書いてください。 

アラバマ大学は全米１・2 位を争う大学フットボールチームを持っており、毎週土曜日は大学全体が熱狂的に応援しま

す。スポーツに関しての情熱は予想以上だったというのが最初の印象です。授業に関しては明治大学に比べれば少人数で

あり教授や TAが一人一人に気を配ってくれるので、学習するのに適した環境だと思います。 

また交換留学生は他の留学生とは異なり、大学側からのサポートが大きいように感じています。例を挙げると、交換留学

生１人につき大学生活をサポートする学生が２名ほど割り当てられます。彼らは買い物、パーティー、イベント、旅行などあら

ゆることに気を配ってくれる非常に大きな存在です。 

留学先大学を目指す学生に向けてのアドバイスをお願いします。 

授業は日本にはないアメリカ固有の面白い科目が多く、先生も熱心でついていくのは大変だがためになるものが多いで

す。加えて大学全体がスポーツ好きな雰囲気があり、運動好きな人もかなり楽しめる環境にあると思います。地理的にはア

メリカの中でも田舎にあるけれど、旅行するときはテキサス・フロリダ・アトランタ・ニューオリンズなどの中間に位置するため良

い立地ととらえることもできます。ニューヨークやオレゴンといった有名所もいいですが、田舎のアラバマ大学でもかなり楽しめ

てかついい経験ができると思うのでぜひおすすめします！ 

 


